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 神奈川大学法科大学院教授 阿部浩己氏は、2010 年 10 月 25 日、その論文『国際法の
暴力を超えて』を早稲田大学法学研究科に提出して、博士（法学）（早稲田大学）の学位を
申請した。後記の審査委員は、同研究科の委嘱を受け、この論文を審査してきたが、2011

















第 I 部 国際法の「原罪」としての暴力性 
   第 1 章 「人間」の終焉―国際法における＜再びの 19 世紀＞ 
   第 2 章 愚かしき暴力と、国際人権の物語 
第 II 部 招喚される他者―女性、第三世界、民衆、過去 
   第 3 章 ジェンダーの主流化／文明化の使命―国際法における＜女性＞の表象 
   第 4 章 要塞の中の多民族共生／多文化主義 
―なぜ「過去」を眼差さなければならないのか 
   第 5 章 新しい人道主義の相貌―国内避難民問題の法と政治 
   第 6 章 グローバル化と国際法―「人権戦略」の可能性 






















第 I 部 国際法の「原罪」としての暴力性 
第 1 部は第 1 章と 2 章から成り、本論文の総論として位置づけられる。 






















第 2 章 愚かしき暴力と、国際人権の物語 













第 II 部 招喚される他者―女性、第三世界、民衆、過去 
 第 2 部は全 5 章から成り、本論文の各論部分にあたる。 
第 3 章 ジェンダーの主流化／文明化の使命―国際法における〈女性〉の表象 
























の逆説としかいいようがない。こうした EU の「要塞化」は、19 世紀の帝国主義に似通っ











第 5 章 新しい人道主義の相貌―国内避難民問題の法と政治 

































第 7 章 戦後責任と和解の模索―戦後補償裁判が映し出す地平 










































































































 ただし、本論文に問題がないわけではない。本論文の批判の対象の 1 つである先進国と
その他との非対称な構図を示すにあたり、たとえば、重大な人道法違反が明白な場合であ
っても、国際的な裁きが先進国の側に及ぶことは皆無であるとの指摘をするが、そこでは
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